
完了後の評価個表
整理番号 １－１

事 業 名 森林居住環境整備事業 都 道 府 県 和歌山県

地域(地区）名 清水 事業実施主体 和歌山県、有田川町(旧清水町)
ふりがな し み ず

関 係 市 町 村 有田川町(旧清水町) 管 理 主 体 有田川町

事業実施期間 平成16年度～平成20年度（５年間） 完了後経過年数 ６年

事業の概要・目的 ① 位置等
有田川町は平成18年に吉備町・金屋町・清水町の合併により誕生した町で、和歌山県

の北中部に位置し、北部を長峰山脈、南部を白馬山脈にはさまれた地域である。東西に
二級河川有田川が流れており、本地区は東部（上流部）に位置する旧清水町により構成
されている。

② 森林の状況
本地区の森林面積は17,629haで、そのうち民有林森林面積は16,087haである。民有林

のうち人工林面積は13,757haで86％を占めている。間伐等の森林整備が必要となるⅦ齢
級以下の森林は6,000haで、人工林面積の43％を占めている。
また、地区内の森林のうち、7,431haが水源かん養保安林、1,145haが土砂流出防備保

安林に指定されており、森林が持つ公益的機能を高度に発揮させるための森林整備の実
施が期待されている。

③ 本地区を整備する目的
本地区は豊富な森林資源を擁しているが、急峻な地形が多く、林道の整備が遅れてい

た。また、生活環境基盤整備の遅れや少子高齢化も進んでいた。
このような状況の中、林業従事者の確保や若年層の定住促進対策により、豊富な森林

資源を活かした地域づくりを進めていくためには、森林基幹道の開設による生産基盤整
備、集落林道の開設や防災施設の整備による生活環境基盤整備が必要とされていた。
このため、白馬山脈の尾根沿いを通る森林基幹道、旧清水町内の清水地区と上湯川地

区を連絡する森林基幹道、三瀬川地区と清水地区を連絡する集落林道を整備するととも
に、生活環境の改善を図るため防火水槽を整備した。

（事業概要）
・森林基幹道整備
＜開設＞
①白馬線 車道幅員 4.0ｍ 開設延長 3,945ｍ 利用区域面積 5,972ha
②清水上湯川線 車道幅員 4.0ｍ 開設延長 1,881ｍ 利用区域面積 1,341ha

・集落林道整備
・三瀬川清水線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 1,453ｍ 利用区域面積 347ha

林業集落内防災安全施設整備
・防火水槽 ４基

総事業費 1,026,369千円 （当初総事業費 1,597,537千円）

① 費用対効果分析の 平成27年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった 費用対効果分析手法の見直し及び木材価格の下落による総便益の減少や、森林整備に要
要因の変化 する費用の計上による総費用の増加などの要因により、費用対効果分析結果が減少した。

総便益（Ｂ） 2,637,661千円 （事業採択時 3,087,861千円）
総費用（Ｃ） 2,180,012千円 （事業採択時 1,506,576千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 1.21 （事業採択時 2.05 ）

② 事業効果の発現状 ① 本地区の骨格となる林道が整備されたことにより、間伐を約430ha実施、森林作業道を
況 約27km整備するなど、利用区域内の森林整備が促進された。

③ 和歌山県に甚大な被害を及ぼした平成23年紀伊半島大水害の際には、法面崩壊により
通行不可となった県道に代わって、清水上湯川線が孤立集落への救援物資を運ぶ代替路
として機能した。

③ 事業により整備さ 本事業により整備された各林道は、管理者である有田川町が月１回程度の頻度で巡視を
れた施設の管理状 行うなど、適切に管理されている。
況



整理番号 １－２

④ 事業実施による環 ① 森林基幹道等の整備によって施業地までのアクセス時間が短縮され、施業コストが低
境の変化 減されたことにより、林道沿線の森林整備が促進された。また、森林整備によって、過

密林分の解消や下層植生の生育も進み、林内環境の改善にもつながった。
② 三瀬川清水線の整備により、地域住民（三瀬川地区、下湯川地区）の介護福祉施設へ
のアクセス時間や、両地区への緊急車両のアクセス時間が短縮された。

⑤ 社会経済情勢の変 白馬線沿線では、企業に森林づくりのフィールドを提供し、森林資源の保全や整備を目
化 指す「企業の森」事業も実施されており、多様な主体による森林整備への気運が醸成され

ている。さらに本地区では、近年、森林組合だけでなく、林業事業体による林業生産活動
も活発になっており、地区内への新たな雇用の受け皿としても期待が高まっている。
また、三瀬川清水線の開通により、三瀬川地区にある養鶏場からの大型車両による搬出

が可能となり、生産効率の向上につながっている。

⑥ 今後の課題等 森林基幹道等の整備により森林整備が促進され、生産効率も向上した。しかし一方で、
本地区では人口減少が進んでおり、豊かな森林資源に恵まれた本地区の活性化のためには
林業の振興が必要不可欠である。このことから森林所有者等に対する森林施業実施の普及
啓発を行い、さらなる森林施業の実施を促進する必要がある。

○地元の意見（有田川町）
・ 森林施業の実施により、水源かん養機能、土砂流出の防止機能等、公益的機能の高
度発揮に寄与している。また、森林基幹道白馬線や清水上湯川線は、和歌山県と奈良
県の境界を縦断する高野龍神スカイラインへのアクセス道としても利用されている。

評 価 結 果 ○必要性
・ 森林基幹道等が整備され森林作業道の整備も進み、これにより適切な森林整備が実

施され、水源涵養機能、土砂流出防止機能等の公益的機能の発揮に寄与しており、事
かん

業の必要性が認められる。

○効率性
・ 林道の計画にあたっては、波形線形等の採用による土工量の縮減、補強盛土工法の
採用による現地発生土の利用等、現地の状況に応じた効果的な工種・工法で実施し、
コスト縮減に努め、開設単価の低減が図られたことから、事業の効率性が認められ
る。

○有効性
・ 森林基幹道等の整備により森林へのアクセスが向上し、森林整備が促進され、施業
コストも低減された。今後も利用区域における森林整備が計画され、継続した事業効
果の発現が見込まれている。また、集落林道の整備は、介護福祉施設へのアクセス時
間短縮等を通じて、周辺地区の生活環境改善にもつながった。このことから、事業の
有効性が認められる。



整理番号 1

事業名：森林居住環境整備事業 　 都道府県名：和歌山県

地域(地区）名：清水
しみず

（単位：千円）

評価額

1,037

202

151,334

34

26,805

2,431,134

27,115

2,637,661

2,180,012

2,637,661

2,180,012

（注）便益額算定方法は、代表路線を表示しています。

森林管理等経費縮減便益

山村環境整備便益 生活安定確保便益

便　益　集　計　表

大　区　分 中　区　分 備　　考

木材生産等便益

木材生産経費縮減便益

木材利用増進便益

木材生産確保・増進便益

森林整備経費縮減等便益

造林作業経費縮減便益

森林整備促進便益

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 1.21



事 業 区 域

林道開設区間

林道既設区間

防 火 水 槽

凡　　　例

森林居住環境整備事業 清水地区（和歌山県） 概要図 
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